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柳田中学校卒業生

能都中学校卒業生

　

令
和
4
年
能
登
町
成
人
式
が
、
1
月
9
日
、
役
場
2
階
大
集
会
場
で
行
わ
れ
、

平
成
13
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
14
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
64
人
、
女

性
53
人
の
計
１
１
７
人
が
、
新
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
は
、
午
前
・
午
後

の
二
部
制
と
し
た
ほ
か
、
家
族
の
入

場
制
限
を
行
い
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

入
場
の
際
の
体
温
検
査
、
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
の
対
策
の
下
、
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
参
加
を
自
粛
し
た
新

成
人
や
、
会
場
へ
入
れ
な
い
家
族
の

た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
式
典

の
様
子
を
生
中
継
し
ま
し
た
。

　

大
森
町
長
が
「
生
ま
れ
育
っ
た
能

登
町
に
誇
り
と
愛
情
を
持
ち
、
力
強

く
新
し
い
時
代
を
造
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
中
学
校
時

代
の
恩
師
ら
が
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
晴

れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
中
学
校
卒
業
当
時
担
任

の
先
生
方
が
足
を
運
び
、
入
場
許
可

を
受
け
た
家
族
ら
が
晴
れ
姿
を
カ
メ

ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
た
井
田
征
吾
さ
ん
（
右
）
と
加
賀
光
太

郎
さ
ん
（
左
）

新
成
人
を
代
表
し
て
、
交
通
安
全
宣
言
を

述
べ
た
八
木
香
澄
さ
ん
（
右
）
と
斉
藤 

耀

さ
ん
（
左
）

令
和
4
年

02
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■
消
防
庁
長
官
表
彰

退
職
消
防
団
員
報
償

▽
猪
子
一
弥
（
元
三
波
・
団
員
）
▽
笹
野
耕
太
郎

（
元
高
倉
・
団
員
）

■
石
川
県
知
事
表
彰

功
労
章

▽
天
幸
幹
夫
（
三
波
・
分
団
長
）
▽
髙
田
清
保
（
宇

出
津
第
1
・
分
団
長
）

永
年
勤
続
功
労
章

▽
林
生
一
郎
（
小
木
・
班
長
）
▽
三
矢
啓
洋
（
小

木
・
団
員
）
▽
井
田
賢
正
（
小
間
生
・
団
員
）
▽

小
谷
内
豊
、
柳
瀬
裕
之
（
上
町
・
団
員
）
▽
谷
政

祥
悟
（
三
波
・
団
員
）
▽
小
倉
正
寿
（
神
野
・
団
員
）

▽
東
武
司
、
上
平
裕
太
（
不
動
寺
・
団
員
）
▽
福

池
功
（
柳
田
・
団
員
）

■
能
登
町
長
表
彰

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

▽
猪
子
一
弥
（
元
三
波
・
団
員
）

消
防
団
員
雇
用
事
業
所
感
謝
状

▽
内
浦
町
農
業
協
同
組
合

　

代
表
理
事
組
合
長　

中
谷
伸
夫

永
年
勤
続
功
労
章

▽
橋
本
吉
郎（
秋
吉
・
団
員
）▽
廣
瀬
勇
将（
小
木
・

団
員
）
▽
垣
内
康
伸
、
紺
谷
剛
治
（
岩
井
戸
・
団

員
）
▽
石
田
誠
（
柳
田
・
団
員
）
▽
寺
下
由
朗
（
宇

出
津
第
１
・
団
員
）
▽
大
屋
雅
晴
（
白
丸
・
団
員
）

▽
西
海
成
吉
、
木
田
拓
也
（
宇
出
津
第
2
・
団
員
）

▽
脇
恭
輔
（
上
町
・
団
員
）
▽
丹
羽
俊
満
（
小
間

生
・
団
員
）
▽
山
本
五
十
六
（
神
野
・
団
員
）

優
良
団
員
表
彰

▽
中
野
亮
（
高
倉
・
団
員
）
▽
島
和
也
（
宇
出
津

第
２
・
団
員
）
▽
和
田
義
樹
（
不
動
寺
・
団
員
）

▽
新
谷
雅
海
（
宇
出
津
第
１
・
団
員
）

■
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章

▽
今
井
達
（
不
動
寺
・
団
員
）
▽
坂
上
健
輔
、
井

高
広
明
（
秋
吉
・
団
員
）
▽
平
田
夏
輝
（
高
倉
・

団
員
）
▽
東
世
宗
（
柳
田
・
団
員
）

■
令
和
3
年
入
団
者
（
8
人
）

▽
紙
子
裕
喜
、
前
田
健
（
宇
出
津
第
1
）
▽
廣
瀬

良
輝
（
小
木
）
▽
清
水
基
善
（
山
田
）
▽
高
田
隆

博
（
三
波
）
▽
玉
地
亜
紀
奈
、
國
分
ま
ゆ
穂
、
田

中
佳
那
（
本
部
）

能
登
町
消
防
団
出
初
式

能
登
町
消
防
団
出
初
式

　

1
月
8
日
、
令
和
4
年
町
消
防
団
出
初
式
が
能
都

体
育
館
で
行
わ
れ
、
16
分
団
、
約
２
０
０
人
の
団
員

が
安
全
な
地
域
へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
式
典

後
は
宇
出
津
港
い
や
さ
か
広
場
で
一
斉
放
水
し
、
集

ま
っ
た
見
学
者
ら
の
前
で
勇
壮
な
姿
を
披
露
し
ま
し

た
。
被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

04

松波中学校卒業生

小木中学校卒業生

能登町消防団員募集
皆さんの力が必要です !!

【入団資格】
　能登町内に居住、又は勤務する者
　年齢 18 歳以上の者
　志操堅固で身体強健な者

【消防団員の身分】
　消防団員は、非常勤の特別地方公務員です。

【主な活動内容】　
　火災現場での消火活動をはじめ、災害現場での救出、
救助活動、住民の安否確認、避難誘導など様々な場面
で活躍します。

（平常時）
　各種災害に備え、様々な訓練を実施し、日頃からポ
ンプ車や資機材の点検をしています。また、火災予防
啓発に係る広報活動なども行っています。

　消防団とは、日頃各々の職業に専念しながら、火災を
はじめとする災害時に出動する地区住民で構成された消
防機関です。
　自分たちの地域は自分たちで守りましょう！

1 月から 3 月は1 月から 3 月は  
「消防団入団促進キャンペーン」期間です「消防団入団促進キャンペーン」期間です

「地域愛 みんなを守る 消防団」

あなたの力を貸して
ください。女性団員
も募集中！令和 3 年度 「石川県消防団入団促進一斉広報キャンペーン」

統一標語
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チェックリスト

□ 令和 3 年中の収入のわかる書類（給与・報酬・賃金・
　 年金のある人は源泉徴収票）

□マイナンバーカードなど個人番号が確認できる書類一式

□ 生命保険料・地震保険料控除などを受ける人は控除証明書

□ 国民年金保険料などを申告する人は納付額の証明書または
　 領収書

□ 障害者控除を受ける人は障害者手帳・療養手帳など確認
　 できるもの

□ 医療費控除を受ける人は、国税庁のホームページに記載さ
　れている医療費の明細書

□ 住宅借入金等特別控除を受ける人はその必要書類

□ 事業・農業・不動産等の所得の申告をするときは、収支内
　 訳書を記入のうえ、収入、支出のわかるもの

□ 所得税の還付を受ける人は本人名義の金融機関名、 口座
　 番号がわかるもの

□税務署から「確定申告のお知らせ」ハガキまたは封書が届
　いている方は必ず持参してください

　

令
和
3
年
分
所
得
税
、令
和
4
年
度
町
民
税
・

県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
）
の
申
告
受
付

は
2
月
16
日
㊌
か
ら
3
月
15
日
㊋
ま
で
で
す
。

期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税

申
告
は
お
早
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　確定申告書には、マイナンバーの記載と、本人確認書類（「マ
イナンバーカード」または「通知カード＋運転免許証など」）の
提示または写しの添付が必要です。

　ご自分で領収書・レシートの整理、集計し作成した明細書をお
持ちください。明細書が入手困難な場合は、医療を受けた人の名
前、支払った医療費の額、受診した医療機関名等を明記して集計
した任意の様式でもかまいません。

　申告に必要なもの

TA
X

・
会
場
で
は
手
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

・
発
熱
な
ど
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

　

来
場
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

・
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書
は

　

事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

・
確
定
申
告
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ

　

で
の
電
子
申
告
を
検
討
く
だ
さ
い
。

・
町
・
県
民
税
申
告
は
自
主
提
出
、
郵
送
で

　

の
提
出
を
検
討
く
だ
さ
い
。

・
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
入
場
制
限

　

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、申
告
会
場
で
申
告
受
付
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
申
告
に
必
要
な
も
の
（
左
記
参
照
）
を
持
参
す
る
だ
け
で
、

申
告
書
記
入
の
手
間
を
省
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
が
で
き
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

各
世
帯
へ
の
申
告
書
は
2
月
中
に
配
布
し
ま
す
。
令
和
4
年
1
月

1
日
現
在
で
、
能
登
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
の
世
帯
に
つ
き

1
枚
配
布
し
ま
す
。ま
た
申
告
書
は
各
支
所
に
予
備
が
あ
り
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
☎
（
62
）
８
５
１
８
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前年と会場・日程が異なりますので
　　　　　　　　　　　ご注意ください。
■受付時間　9:00 ～ 16:00
■会場
  【役場会場】　コンセールのと 
　　　　　　　　  2 階多目的ホール
  2 月 16 日㊌～ 3 月 15 日㊋ < 土日祝日を除く >

【柳田会場】柳田総合支所　会議室
　 2 月 16 日㊌～ 18 日㊎

【鵜川会場】鵜川公民館　２階ホール
　 2 月 24 日㊍、25 日㊎

【小木会場】小木地域交流センター　大会議室
　 2 月 28 日㊊～ 3 月 2 日㊌

【松波会場】内浦総合支所　ホール
　 3 月 7 日㊊～ 9 日㊌

お知らせとお願い
○前年収入がなかった人の申告書は、税務課のほか
　柳田・内浦・小木・鵜川の各窓口でも提出できます。
○領収書等は整理のうえ、事前に計算してください。
〇２月21㊊、22日㊋両日は、税務署との合同相談会
　のため、コンセール2階多目的ホールで9:30より
　受付を開始します。　

　休日しか申告できない人を対象とした申告受付を
次のとおり行いますので、ご利用ください。
　確定申告の場合、税務署が休みのため確認できな
いことがありますのでご了承ください。
　会場　コンセールのと　2 階多目的ホール
　　　　3 月 6 日㊐
　　　　受付時間　9:00 ～ 16:00

　輪島税務署と合同で相談会を開催します。譲渡所
得、配当所得、事業所得、一時所得等がある人は、
できるだけこの 2 日間にお越しください。税務署
から「確定申告のお知らせ」ハガキ・封書が届いて
いる人は持参してください。
　会場　コンセールのと　2 階多目的ホール
　　　　2 月 21 日㊊　9:30 ～ 15:00
　　　　2 月 22 日㊋　9:30 ～ 15:00

　ご自分で町民税・県民税申告書を作成できる人は、
郵送による申告が便利です。郵送する場合は、記載
漏れや関係書類の添付漏れがないかをよく確認して
ください。平成 29 年度からマイナンバーの提供が
必要です。番号記入の上、マイナンバーカード、免
許証などの写しを同封してください。
　後日、申告内容などをお尋ねする場合があります
ので、連絡先電話番号は必ず記入してください。ま
た、申告書控用が必要な場合は、84 円切手を貼っ
た返信用封筒（定形）を同封してください。

 宛先　 （郵便番号を記載すれば住所は省略できます）

 〒 927-0492　
 石川県鳳珠郡能登町字宇出津ト字50番地1
　能登町役場税務課 宛

・青色申告の人
・株式譲渡や株式配当を一般口座で 
   管理している人
　株式を特定口座で利用している場合で
も、前年からの繰越損失等がある場合や
先物取引をしている人は、税務署をご利
用いただくことをお勧めします。

次に該当する人は次に該当する人は
役場では受付できません役場では受付できません

輪島税務署の申告案内は
次ページをご覧ください

　申告会場と受付

TA
X

　休日申告受付

TA
X

　税務署による出張相談

TA
X

　郵送での申告

TA
X

要介護認定者における障害者控除について要介護認定者における障害者控除について

　要介護認定を受けている人で、一定の基準に
該当する場合は、所得税法による障害者控除を
受けることができます。本人または家族からの
申請が必要です。申請後、基準を満たすと認め
られた場合、「障害者控除対象者認定書」を交
付します。交付には時間がかかる場合があるの
で、事前の申請をお勧めします。
　手続きや基準などについては、健康福祉課介
護保険係（☎ 62-8517）まで問合せください。
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申
告
期
限
間
近
は
税
務
署
申
告
会
場
の
大
変
な
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
来
場
さ
れ
る
場
合
は
、
2
月
中
の
来
場
を
お
勧
め

し
ま
す
。
申
告
書
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

輪
島
税
務
署
の

確
定
申
告
相
談

　確定申告に関するご質問やご相談は、確定申告コールセ
ンターまたは国税庁ホームページのタックスアンサーをご
利用ください。

○確定申告コールセンター　☎ 0768-22-2241
　※自動音声終了後「０」を押してください。
○タックスアンサー　http://www.nta.go.jp/taxanswer

　消費税の確定申告に当たっては、取引等を税率ごとに区
分して記帳し、税率ごとに区分した消費税等を計算する必
要があります。区分経理についての疑問や記帳方法につい
てご不明な点がある場合は輪島税務署にお電話いただき、
自動音声案内に従い「3」を選択してください。

　輪島税務署での申告相談

TA
X

TA
X

期間　2 月 16 日㊌～ 3 月 15 日㊋
受付時間　9:00 ～ 16:00　※土・日・祝日除く
場所　輪島税務署 1 階（輪島市河井町 15 部 90 の 16）
　混雑緩和のため、申告相談会場への入場には「入場整理
券」が必要となります。「入場整理券」は申告相談会場入
口で当日配付するほか、国税庁のＬＩＮＥ
公式アカウントでの事前発行もしています。
　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
☆「入場整理券」の配付状況に応じて、後日の来場をお願
　いすることもあります。ご理解とご協力をお願いします。
☆ 1 月から 3 月までの間は、申告相談の事前予約は受け
　付けておりませんので、ご了承ください。

　電話などでのご相談は

TA
X

09_NOTO＋2022.02

LINE 公式アカウント
友達追加はこちらから　→

　申告書には、マイナンバーの記載と本人確認書
類（マイナンバーカードまたは通知カード＋運転
免許証など）の提示または写しの添付が必要です。
※「通知カード」は、令和 2 年 5 月 25 日に廃止
　されていますが、通知カードに記載された氏名・
　住所などが住民票に記載されている内容と一致
　　　しているものに限り利用できます。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.
nta.go.jp/）をご覧ください。
　なお、住民税の申告の際にも、マイナンバーの
記載等が必要となります。

　マイナンバーの記載について

TA
X

　所得税および復興特別消費税の確定申告

TA
X

【自宅でいつでも申告】
　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）の

「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に
従って金額等を入力すれば、税額等が自動計算され、
確定申告書等が作成できます。作成した申告書等は、
e-Tax を利用して送信できるほか、印刷して郵送等
により税務署に提出することもできます。

【スマホでスマート申告】
　給与所得がある方、雑所得がある方などは、マイ
ナンバーカードを利用していつでも行える、スマホ
での申告が便利です。専用画面でスムーズに入力で
きます。スマホのカメラで給与所得の源泉徴収票を
撮影すると自動入力でき、さらに書面で提出する場
合より早期に還付されます。

　所得税および復興特別所得税の確定申告は、毎年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの 1 年間に生じた全ての収入
を基に、税額を計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、源泉徴収された税金や予定納税で納めた税金な
どの過不足を精算する手続です。確定申告書の作成に当たっては、申告する全ての人に「復興特別所得税額」欄
の記載が必要となりますので、記載漏れがないようご注意ください。

問
輪
島
税
務
署
☎
０
７
６
８
（
22
）
２
２
４
１

　
　

※
自
動
音
声
終
了
後
「
2
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い

石川県知事選挙のお知らせ石川県知事選挙のお知らせ
投
票
で
き
る
人

　

平
成
16
年
３
月
14
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
令
和
3
年
11
月
23
日
ま
で
に
本
町
に
住

民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間

　

投
票
所
に
つ
い
て
は
、表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
投
票
時
間
に
つ
い
て
は
、
午
前
７
時

～
午
後
８
時
と
な
り
ま
す
が
、
第
3
・
4
・

8
・
10
・
12
・
13
投
票
区
に
つ
い
て
は
、
閉

鎖
時
刻
が
午
後
７
時
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票

に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
に
投
票
が
で
き

ま
す
。

　

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
2
月
25

日
㊎
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で
で
す
。
期

日
前
投
票
所
の
場
所
お
よ
び
期
間
等
は
、
町

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
前
投
票
を
す
る
に
は
、
受
付

で
、
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）
の
記
載
が
必
要

で
す
。
宣
誓
書
は
、
投
票
入
場
券
の
裏
面
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
各
期
日
前
投
票
所
に

も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

・
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
期
日
前
投
票
も
投
票

日
当
日
の
投
票
も
で
き
な
い
人
は
、
所
定
の

手
続
き
に
よ
り
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
指
定
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
、
入
所
し

て
い
る
人
は
、
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
指
定
施
設
で
あ
る
か
確
認
の
う

え
、
早
め
に
施
設
の
長
に
不
在
者
投
票
の
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
、
そ
の
障

害
の
程
度
・
介
護
の
区
分
が
所
定
の
条
件
に

該
当
す
る
人
は
、
ご
自
宅
な
ど
で
投
票
用
紙

が
記
入
で
き
る
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
前
も
っ
て
『
郵
便
等
投
票
証

明
書
』の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
特
例
郵
便
等
投
票
制
度

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、

「
自
宅
療
養
」
ま
た
は
「
宿
泊
療
養
」
し
て

い
る
人
で
、
投
票
用
紙
等
の
請
求
時
点
で
、

外
出
自
粛
要
請
ま
た
は
隔
離
・
停
留
の
措
置

に
か
か
る
期
間
が
、
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら

選
挙
当
日
ま
で
の
期
間
に
か
か
る
と
見
込
ま

れ
る
人
は
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
4
年
3
月
26
日
の
任
期
満
了
に
伴

う
石
川
県
知
事
選
挙
が
次
の
日
程
で
執
行

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
棄
権
す

る
こ
と
な
く
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▼
告　

示　

日　
　

2
月
24
日
㊍

▼
投
・
開
票
日　
　

3
月
13
日
㊐

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

投
票
所
で
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
」、「
記
載

台
や
鉛
筆
の
消
毒
」、「
事
務
従
事
者
の
マ
ス
ク
着
用
」
な

ど
の
感
染
症
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
有
権
者
の
皆
様
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
有
権
者
の
皆
様
へ
》

○
投
票
所
で
の
マ
ス
ク
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
ご
協
力

　

お
願
い
し
ま
す
。

○
投
票
所
出
入
口
で
の
手
指
消
毒
、
帰
宅
後
の
手
洗
い
う

　

が
い
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

○
周
り
の
人
と
の
距
離
を
保
つ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
持
参
し
た
鉛
筆
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
使
用
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。
※
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
の
使
用
は
不
可
。

投票区 投票所
第１ 能登町役場　第1研修室・第2研修室
第２ 町立ひばり保育所　遊戯室
第３ 町立三波公民館　研修室1
第４ 町立神野公民館　ホール
第５ 町立鵜川公民館　図書室
第６ 町立瑞穂公民館　和室
第７ 柳田総合支所　会議室
第８ 町立小間生公民館　研修室
第９ 町立上町公民館　研修室
第 10 町立岩井戸公民館　会議室
第 11 内浦総合支所　第1会議室・第2会議室
第 12 町立不動寺公民館　集会室
第 13 町立秋吉公民館　集会室
第 14 白丸コミュニティ施設　多目的ホール
第 15 小木地域交流センター　ロビー
第 16 旧町立高倉保育所　遊戯室

投票立会人募集
　能登町選挙管理委員会では、有権者の選挙に対する関心
を高めるとともに、親しみのある投票所を目指した投票立
会人を募集しています。
　投票立会人に意欲や興味、関心のある方は、是非、登録し
てください。
　　報酬 1 日当たり　　当日投票所　   　10,900 円
　　　　　　　　　　　期日前投票所　　9,600 円
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　６―⑤特殊勤務手当（令和 2 年度普通会計）
区　　　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 15.49%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 91 千円

手当の種類（手当数） 7 種類

７．特別職の報酬等の状況（令和 3 年度）
区　分 月　額 期 末 手 当

給　料
町　長
副町長
教育長

820,000 円
620,000 円
550,000 円

6 月期  1.675 月
12 月期  1.675 月

計　3.35 月

報　酬
議　長
副議長
議　員

310,000 円
280,000 円
260,000 円

6 月期  1.675 月
12 月期  1.675 月

計　3.35 月

８．給与水準（ラスパイレス指数）
区　分 令和元年度 令和 2 年度
能登町 94.1 95.0

県内町村 93.0 93.0
全国町村 96.3 96.4

９．部門別職員数の状況（4 月 1 日現在）

区　　　分
職員数 前年比

（人）2 年度（人）3 年度（人）

一般行政

議　　会
総　　務
税　　務
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生

3
71
12

2
15

6
11
59
28

3
67
11

2
14

6
11
59
27

0
△ 4
△ 1

0
△ 1

0
0
0

△ 1
小　　計 207 200 △ 7

特別行政 教育 27 27 0

公営企業等
会計

病院
水道

下水道
その他

118
12

4
13

119
11

4
13

1
△ 1

0
0

小　　計 147 147 0
合　　　　計 381 374 △ 7

②採用・退職の状況
区　分 30 年度（人） 元年度（人） 2 年度（人） 3 年度（人）

前年度
退職者等

行政職等 23 12 16 31
医療職 20 13 16 11

新　規
採用等

行政職等 18 18 10 22
医療職 14 13 9 13

年度当初職員数 388 394 381 374
前　　年　　比 △ 11 6 △ 13 △ 7

（注）国を 100 としたもの

（注）地方公共団体定員管理調査に基づく区分の職員数です。
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　「能登町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に
基づき、町職員の給与や職員数などの状況を公表します。
　町職員の給与は、民間企業の給与や国、他の地方公共団体
の給与との均衡を考慮し、人事院の給与勧告を参考に、町議
会の議決を経て定めています。
　行政の透明性を確保し、町民の皆さんに一層のご理解をい
ただけるよう、職員に支給している給与等のあらましをお知
らせします。
　なお、詳しい情報は町のホームページでもご覧になれます。

問総務課人事秘書係☎ 62-8534

１．人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住 民 基 本 台 帳 人 口
（ 令 和 3 年 1 月 1 日 ） 歳出額　Ａ 実質収支 人件費　Ｂ 人件費率

  Ｂ / Ａ
元年度の
人件費率

2 年度 16,516 人 18,771,655 千円 440,512 千円 2,189,796 千円 11.67% 10.35%

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数　Ａ
給与費（職員手当には退職手当を含まない） 一人当たり

給与費
Ｂ / Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

2 年度 234 人 772,513 千円 70,890 千円 308,164 千円 1,151,567 千円 4,921 千円

３．職員の初任給の状況（令和 3 年 4 月 1 日現在 )
区   分 能登町 石川県 国

一般行政職
大 学 卒 182,200 円 188,000 円 182,200 円
高 校 卒 150,600 円 155,500 円 150,600 円

技能労務職 高 校 卒 147,900 円 ― ―

４．職員の平均給料月額および平均給与月額の状況（令和 3 年 4 月 1 日現在）

区   分
能登町 国

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43.5 歳 308,826 円 338,141 円 43.0 歳 325,827 円 407,153 円
技能労務職 51.4 歳 237,190 円 256,046 円 50.9 歳 286,947 円 328,603 円

５．一般行政職の級別職員数の状況（令和 3 年 4 月 1 日現在）
区　分 １ 級 ２ 級 ３ 級 ４ 級 ５ 級 ６ 級
職　名 主事 / 技師 主事 / 技師 係長 / 主査 主幹 課長補佐 課長
職員数 28 人 14 人 41 人 44 人 23 人 15 人
構成比 17.0% 8.5% 24.8% 26.7% 13.9% 9.1%

（注）能登町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

町職員の
給与等の
あらまし

６．職員手当の状況
６―①期末・勤勉手当（令和 3 年度）

区　　分 能登町 国

支 給 率
期末手当 2.55 月分 2.55 月分
勤勉手当 1.90 月分 1.90 月分

計 4.45 月分 4.45 月分

加算措置 職制上の段階、
職務の級などによる

６―②退職手当（令和 2 年度）
区　　分 自己都合 勧奨定年

支 給 率

勤続 20 年 19.6695 月分 26.3655 月分

勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度 47.709 月分 47.709 月分

平均支給額 15,451 千円

加算措置 定年前早期退職の場合
　2 ～ 20％加算

６―③通勤・扶養手当　国の基準と同じ
６―④時間外勤務手当（普通会計）

2 年度
支給総額 10,642 千円

職員１人当たり支給年額 21 千円

１０．定員適正化計画
①適正な定員管理
　徹底したスクラップ・アンド・ビルドにより、総数の増加を極力抑
制するなかで、政策の変化や業務量の変化に応じた職員の適正配置に
努めています。

提出先　　農林水産課　または

　　　　　県農業共済組合奥能登支所

提出期限　3 月 31 日㊍

　2 月下旬に配布する水稲共済細目書（水稲生
産実施計画及び作付け面積確認依頼書兼水稲共
済加入申込書兼変更届出書）は、需要に応じた
米生産の推進及び経営所得安定対策等の実施に
必要な水稲生産実施計画書等との一体化様式と
なっています。このため内容を確認の上、水稲
共済の加入・不加入にかかわらず必ず提出して
くださるようお願いします。

必ず提出しましょう「水稲共済細目書」
水田農業者の方へ水田農業者の方へ

※お住まいの地域に関係なく、参加会場は自由
　です。

鳥獣被害対策・農業制度説明会
　農業における各種事業や、イノシシ等の鳥獣
被害対策事業について説明します。
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策とし
て、会場へ入場する際の手指消毒、マスクの着
用をお願いします。
　なお、新型コロナウイルスの感染状況により、
説明会を中止する場合があります。

日時 会　場

14 日㊊
13:30 ～ 15:00 内浦総合支所　大ホール

17:30 ～ 19:00 コンセールのと　
　　2 階会議室 1・2

15 日㊋

10:00 ～ 11:30 上町公民館　研修室

13:30 ～ 15:00 不動寺公民館　2 階和室

16:00 ～ 17:30 秋吉公民館　2 階和室

16 日㊌
10:00 ～ 11:30 岩井戸公民館　１階和室

13:30 ～ 15:00 柳田公民館　3 階ホール

17 日㊍
10:00 ～ 11:30 神野公民館　和室

13:30 ～ 15:00 瑞穂公民館　1 階和室

18 日㊎
10:00 ～ 11:30 鵜川公民館　2 階ホール

13:30 ～ 15:00 白丸コミュニティ施設

21 日㊊ 10:00 ～ 11:30 小間生公民館　研修室

おいしい作物を作るためにおいしい作物を作るために

問農林水産課☎ 62-8524
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ニ
ュ
ー
ス

い
し
か
わ
農
業
参
入
支
援
フ
ァ
ン
ド

町
か
ら
2
事
業
者
が
採
択

谷本県知事から採択決定書を受けた ( 農 ) 三甲農産の
影田さん ( 左 ) と ( 農 ) ＫＭファームの辻浦さん ( 右 )

お
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
定
住
住
宅
助
成
金

交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

町
内
へ
の
移
住
お
よ
び
定
住
を
促
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
移
住
者
の
新
築
お
よ
び
中
古
住
宅
等
の

改
築
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
4
年
4
月
1
日
よ
り
本
要
綱
が
一
部

改
正
と
な
り
ま
す
。

中
古
住
宅
（
賃
貸
）
お
よ
び
実
家
等
の
改
築

▽
助
成
対
象
住
宅
か
ら
除
く

　

こ
の
改
正
は
、
4
月
1
日
以
降
の
認
定
申

請
分
よ
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
（
62
）
８
５
２
７

来場者に活性化策を説明する学生ら（右）

ニ
ュ
ー
ス

活
性
化
策
発
表　

早
大
研
究
室

　

当
目
で
定
期
的
に
合
宿
を
行
っ
て
い
る
早

大
森
林
環
境
科
学
研
究
室
は
12
月
8
日
か

ら
3
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
行
わ
れ
た
展
示
会
「
エ
コ
プ
ロ

２
０
２
１
」
に
参
加
し
、
地
域
活
性
化
や
環

境
保
全
を
学
ぶ
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
で
水
田
の
維
持
が
困
難
と
な
る

ニ
ュ
ー
ス

「
私
が
町
長
だ
っ
た
ら

　
　

  

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰

　
「
私
が
町
長
だ
っ
た
ら
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
授
賞
式
が
12
月
16
日
、
役
場
で
行
わ
れ
、

受
賞
者
4
人
に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
町
内
の
中
学
生
59
人

か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
の
作
文
に

は
「
広
い
世
代
の
地
域
交
流
を
増
や
す
取
組

み
」「
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
、
地
域
の
課
題

を
捉
え
、
中
学
生
ら
し
い
柔
軟
な
発
想
と
、

ニ
ュ
ー
ス

北
陸
電
力
な
ど
か
ら
備
蓄
品
の

　

  　

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

12
月
21
日
、
北
陸
電
力
㈱
と
北
陸
電
力
配

送
電
㈱
よ
り
、
非
常
災
害
備
蓄
品
の
缶
詰
な

ど
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
社
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

入
替
え
を
迎
え
る
備
蓄
品
を
県
内
自
治
体
に

寄
附
し
て
お
り
、
珠
洲
営
業
所
の
従
業
員
ら

が
提
供
し
た
食
品
な
ど
も
含
む
約
３
０
０
点

が
、
谷
内
口
充
営
業
所
長
か
ら
大
森
町
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。受
け
取
っ
た
食
料
品
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
町
内
の
生

活
困
窮
者
や
学
童
な
ど
に
配
ら
れ
ま
し
た
。食料品の寄附を受ける大森町長

お
知
ら
せ

認
知
症
講
話
・
専
門
相
談

　

精
神
科
医
師
が
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
を
目
的
に
講
話
を
行
い
ま
す
。

　

講
話
後
、
ご
希
望
に
応
じ
て
、
精
神
科
医

師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
申
込

み
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
よ
り
、
急
き
ょ
実
施
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
　

2
月
9
日
㊌　

14
時
半
～
16
時

場
所　

上
町
公
民
館

講
師　

平
松 

茂 

医
師
（
公
立
能
登
総
合
病

　
　
　

院
精
神
セ
ン
タ
ー
長
）

※
個
別
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
2
月
4
日
㊎
ま
で
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
（
62
）
８
５
１
６

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料　

口
座
振
替

の
前
納
の
お
申
込
は
お
早
め
に

　

令
和
4
年
4
月
以
降
の
保
険
料
を
「
2
年

前
納
」「
1
年
前
納
」「
6
か
月
前
納
」
で
納

付
さ
れ
る
場
合
は
、
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
4
月
末
に
一
括
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

・
6
ヵ
月
前
納
（
4
月
～
9
月
）

・
1
年
前
納　
（
4
月
～
翌
年
3
月
）

・
2
年
前
納　
（
4
月
～
翌
々
年
3
月
）　

申
込
先

　

口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

　

ま
た
は
七
尾
年
金
事
務
所

申
込
期
限　

2
月
28
日
㊊
必
着

必
要
な
も
の

　

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
・
通
帳
・

　

金
融
機
関
届
出
印

　
　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７
（
53
）
6
５
１
1

　

耕
作
放
棄
地
な
ど
で
営
農
す
る
企
業
を
支

援
す
る
「
い
し
か
わ
農
業
参
入
支
援
フ
ァ
ン

ド
」
の
事
業
採
択
交
付
式
が
12
月
24
日
、
県

庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
稲
や
露
地
野
菜
な

ど
能
登
地
域
で
新
規
・
追
加
参
入
さ
れ
た
10

社
の
事
業
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
う
ち
町
か
ら

　

Ｋ
Ｍ
フ
ァ
ー
ム
、　

三
甲
農
産
の
2
社
が

新
規
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
採
択
交
付
式
で
は
フ
ァ
ン
ド
を
運
用

す
る
「
い
し
か
わ
農
業
総
合
支
援
機
構
」
理

事
長
の
谷
本
正
憲
県
知
事
か
ら
採
択
決
定
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

( 農 )

( 農 )

田尻菜々さん、大平佳凜さん、大森町長、田尻唯さん、
千徳由奈さん（左から順に）

　

能
登
町
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
と
は
、
能

登
町
民
に
生
涯
を
通
じ
て
学
べ
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
、
町
内
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

の
要
請
に
応
じ
て
、
講
師
を
派
遣
す
る
制
度

で
す
。
皆
さ
ん
が
持
つ
豊
か
な
知
識
や
優
れ

た
技
能
を
生
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
講
師
と
し
て
募

集
し
ま
す
。

募
集
対
象　

豊
か
な
知
識
や
優
れ
た
技
能
を

生
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）
で
他
の

人
に
指
導
が
で
き
る
人
や
団
体

分
野　

文
化
、
教
養
、
趣
味
、
技
術
、
健
康
、

生
活
な
ど
、ど
ん
な
分
野
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

募
集
期
間　

2
月
18
日
㊎
ま
で

講
師
期
間　

4
月
1
日
㊎
～

　
　
　
　
　
　

令
和
5
年
3
月
31
日
㊎

申
込
方
法　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
教

育
委
員
会
事
務
局
に
置
い
て
あ
る
「
能
登
町

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
講
師
登
録
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
生
涯
学
習
推
進

本
部
ま
で
提
出
し
て
く
だ
い
。

　

講
師
申
込
書
を
確
認
し
、
特
に
支
障
が
な

い
場
合
は
、
講
師
と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
既
に
講
師
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
団
体
は
申
込
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

問
町
生
涯
学
習
推
進
本
部

　
　
　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

　

☎
（
62
）
８
５
３
７

募
集

「
能
登
町
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　

新
規
講
師
募
集

　

能
登
町
の
歴
史
や
民
俗
に
つ
い
て
、
観
光

ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
事
務
局

　
　
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
内
）　

　

☎
（
62
）
８
５
２
６

募
集

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協

会「
歴
史
民
俗
探
偵
団
」会
員
募
集

中
、
地
域
外
か
ら
担
い
手
を
迎
え
る
「
オ
ー

ナ
ー
制
度
」
の
検
討
状
況
な
ど
を
パ
ネ
ル
で

紹
介
し
ま
し
た
。

　

研
究
室
は
今
年
度
、平
塚
基
志
准
教
授（
小

木
出
身
）
の
指
導
で
7
泊
8
日
の
合
宿
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
町
づ
く
り
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

受
賞
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞　

田
尻
菜
々
（
柳
田
中
3
年
）

優
秀
賞　

大
平
佳
凜
（
柳
田
中
1
年
）　

　
　
　
　

田
尻　

唯
（
柳
田
中
2
年
）　

　
　
　
　

 

千
徳
由
奈
（
柳
田
中
3
年
）

ニ
ュ
ー
ス

自
主
防
災
組
織
等
知
事
表
彰
受
賞

　

12
月
20
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
た
令
和
3
年

度
自
主
防
災
組
織
等
知
事
表
彰
式
に
お
い

て
、
内
浦
長
尾
自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
の

小
谷
一
郎
さ
ん
（
＝
上
町
＝
）
が
、
石
川
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
自
主
防
災

組
織
の
中
田
明
会
長
と
、
小
谷
さ
ん
が
、
同

日
、
役
場
を
訪
れ
、
大
森
町
長
に
受
賞
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　

内
浦
長
尾
自
主
防
災
組
織
は
、
平
成
23
年

11
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
手
作
り
の
防
災

マ
ッ
プ
の
確
認
や
、
防
災
士
を
中
心
と
し
た

避
難
誘
導
訓
練
を
行
う
な
ど
、
10
年
以
上
に

わ
た
り
地
区
の
防
災
啓
発
活
動
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

小
谷
さ
ん
は
平
成
21
年
に
防
災
士
の
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は
、
町
防

災
士
会
の
設
立
に
尽
力
し
、
設
立
後
は
役
員

と
し
て
防
災
啓
発
活
動
や
防
災
士
の
技
術
向

上
・
知
識
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

県知事表彰を受賞した内浦長尾自主防災
組織会長の中田さん ( 左 ) と小谷さん ( 右 )
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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
12月15日～1月14日

件　名　　 場　所 担当課 契約額 落札者

令和 3 年度　緊急自然災害防止対策事業　
普通河川滝波川　護岸工事　その 2 松波 建設水道課 5,387,800 円 ㈱橋本建設

令和 3 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道姫 5 号線　災害防除工事　その 3 姫 建設水道課 5,016,000 円 ㈱ランドスケー

プ開発

令和 3 年度　地方創生道整備推進交付金事業　
町道真脇 13 号線　道路改良工事（舗装工） 真脇 建設水道課 5,720,000 円 北川ヒューテッ

ク㈱

統合保育所整備事業　能登町立認定こども園
ひばり保育所仮設園舎　賃貸借（ゼロ町債）　 崎山 健康福祉課 81,070,000 円 日成ビルド工業

㈱金沢支店

令和 3 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道矢波爼倉 1 号線　道路改良工事　その 2 爼倉 建設水道課 10,813,000 円 須美矢建設㈱

令和 3 年度　社会資本整備総合交付金事業　
町道小間生 1 号線　道路改良工事（法面工） 小間生 建設水道課 22,220,000 円 ㈱モアグリーン

令和 3 年度　生活基盤施設耐震化等交付金　
水道施設等耐震化事業　舗装本復旧工事

（その 11　内浦長尾）
内浦長尾 建設水道課 10,560,000 円 北川ヒューテッ

ク㈱

問企画財政課
☎62-8535

行政相談員　廣橋義男さん　令和 3 年度令和 3 年度　「総務大臣表彰」 受賞「総務大臣表彰」 受賞
　12 月 20 日、能登町担当の行政相談委員廣橋義男さん（＝石井＝）に対する、総務大臣表彰の伝達式が役場
で行われました。式では総務大臣のビデオメッセージが上映され、総務省石川行政評価事務所の松永康司所長が

表彰状を手渡し、大森町長が祝辞を述べました。
　廣橋さんは、平成 19 年 4 月に相談委員に委嘱を受け、現在
8 期目、石川行政相談委員協議会副会長も務めています。「こ
れからも、住民の声を行政に伝えていきたい」と話しました。
　平成 29 年 4 月に委嘱を受け、5 年目を迎えた宮谷内絹子さ
ん（＝恋路＝）には、同事務所長感謝状が贈られました。

総務大臣表彰を受賞した廣橋さん（左から 2 人目）と石川
行政評価事務所長感謝状を受け取った宮谷内さん（同 3 人目）

　12 月 28 日、統計功績者総務大臣表彰の伝達式が役場で行われ、町から受賞した 5 人に大森町長から表彰状
が手渡されました。
　本年度の統計功績者総務大臣表彰は、令和 2 年 10 月の国勢調査
に従事した統計指導員または調査員の中でも、調査や事務が極めて
的確で優秀であり、他の統計調査従事者の模範となる人に贈られる
もので、大熊さんと中谷さんは令和 2 年国勢調査の調査員に、西谷
内さんと長坂さんと板井さんは国勢調査の指導員に従事しました。
　長きにわたり国勢調査や各種統計調査に従事され、統計調査への
理解を深めることに努力している 5 人に、町長は感謝の言葉を述べ
るとともに今後の活躍に期待を寄せました。
　【受賞者】　
　　大熊礼子さん（宇出津）、中谷喜代信さん（宇出津山分）、
　　西谷内としえさん（市之瀬）、長坂行治さん（藤ノ瀬）、
　　板井一子さん（宇出津）

令和 3 年度令和 3 年度　「統計功績者総務大臣表彰 」受賞「統計功績者総務大臣表彰 」受賞

前列左から大熊さん、大森町長、中谷さん、
後列左から板井さん、西谷内さん、長坂さん

高木米子さん　令和 3 年度令和 3 年度　「厚生労働大臣表彰」 受賞「厚生労働大臣表彰」 受賞
　1 月 4 日、今年度のボランティア功労者に対する厚生労働大臣
表彰伝達式が役場で行われ、町ボランティア連絡会会長の高木米
子さん（＝秋吉＝）に大森町長から表彰状が手渡されました。
　高木さんは、平成 20 年から同連絡会長を務め、町内のボランティ
ア活動の活性化に尽力するほか、町赤十字奉仕団副委員長として、
福祉施設の清掃や慰問を行っています。また、老人保健ビジター会、
傾聴ボランティアの会、内浦健康クラブ会長など長年にわたる活
動で地域福祉の向上に貢献しています。
　「感謝の気持ちでいっぱい。小さい頃から両親に “ 人に喜ばれる
ことを ” と言われていた。これからも元気にがんばりたい」と受
賞の喜びを語りました。表彰状を受け取った高木さん

行政相談委員は、行政に関する苦情などの相談を受付け、相談
者に対する助言や関係機関に対する通知を行っています。2 人
の委員が、老人福祉センター「笹ゆり荘」、内浦総合支所、役場で
定期的に相談を実施しています。お気軽にご利用ください。

各種大臣表彰受賞　各種大臣表彰受賞　おめでとうございますおめでとうございます
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　海上保安庁では、将来を担う小中学生の子どもたちの海
への関心を高め、海洋環境の保全を目的に毎年「未来に残
そう青い海・図画コンクール」を行っています。22 回目を
迎えた本年度は、能登海上保安署管内で 118 作品の応募が
あり、部門ごとに能登海上保安署長賞を選出しました。
　1 月 16 日、コンセールのとで表彰式があり、受賞した 3
人に能登海上保安署の中濱敏彦署長から表彰状が手渡され
ました。
受賞者と受賞作品を紹介します。

小学生低学年の部
　冨田彩友（宇出津小・3 年）

未来に残そう青い海・図画コンクール未来に残そう青い海・図画コンクール

中学生の部
　橋本恋依
　（松波中・1 年）

小学生高学年の部
　坂下寧々（小木小・5 年）

能登海上保安署長賞を受賞した冨田さん、坂下さん、
橋本さん（前列左から順に）
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能登高でフットサル教室

　12 月 19 日、能登高校でツエーゲン金沢によるフッ
トサル教室が行われました。
　同校にはサッカー部がなく、「総合的な探究の時間」
で、小さい頃からサッカーに興味をもってもらい、町
内のサッカー人口の増加につなげたいと発案した生徒
らがツエーゲン金沢に依頼し、実現しました。
　参加した園児や小学生らは、スクールコーチの指導
の下、シュート練習やゲームを楽しみました。

今年 1 年の無事故を祈願する参列者ら

能登町交通安全祈願祭

日本語訳や花の写真も展示 実際に篳篥を吹いてみると ･･･ いい音色！？

小木中学校　雅楽教室

　1 月 18 日、小木中学校 1 年生 10 人を対象に酒垂神
社雅楽会による雅楽講座が行われました。
　日本で一番古い伝統音楽である雅楽の歴史や楽器に
ついて説明を受け、会員 5 人による「越天楽」などの
模範演奏のあと、生徒たちは実際に雅楽に使う楽器、
鳳
ほうしょう

笙・龍
りゅうてき

笛・篳
ひちりき

篥に挑戦しました。なかなか音が出せず、
悪戦苦闘する様子も見られましたが、真剣に取り組み
日本古来の楽器に理解を深めていました。

　のとキリシマツツジの 3 品種が国際栽培登録機関
（本部・英ロンドン）に登録されたことを記念し、役

場柳田総合支所で 1 月 11 日から 28 日まで、国際登録
証明書の展示公開が行われました。
　名称を公募で決めた「能登の朝陽」「能登の夕陽」「能
登あかり」が国際規約に基づき昨年 9 月に品種登録さ
れたことが英文で記されています。日本語訳とその他
の品種の説明、花の写真も展示されました。

　1 月 11 日、町交通安全協会の交通安全祈願祭が宇
出津・酒垂神社で行われ、関係者らおよそ 30 人が参
列しました。大森町長や干場珠洲警察署長らが玉串を
ささげ、今年 1 年の交通安全を祈りました。
　中山幸永同協会長が、町内の関係機関へ、交通事故
抑止に向けてさらなる協力を呼びかけました。
　4 月に小学校に入学する新 1 年生に贈るランドセル
カバーもおはらいされました。

エーゲン金沢がコーチに

故のない町へ　心新たに

統音楽にふれてみよう伝

とキリシマの登録書公開

　1 月 13 日、鵜川の飴野つぎ江さんが 100 歳を迎え
られ、自宅で町長から長寿祝い状と花束を受け取りま
した。
　飴野さんは、若い頃は手芸や料理を得意にしており、
最近では少し歩くことを日課にしています。肉・魚・
日本茶が好きで、食事の好き嫌いはありません。もと
もとは体が弱く、100 歳まで長生きできるとは思って
いなかったそうで、本人、家族一同喜んでいました。

100歳長寿

つまでもお元気でい

町長から花束を受け取った飴野さん

　能登高校では、愛媛県立三崎高校と両地域の活性化
を目指す共同プロジェクト活動を行っています。
　12 月 19 日、能登高 2 年生 6 人が探究活動のまとめ
として柳田植物公園で「みさのとカフェ」を開きまし
た。販売したのは、共同で開発した、みかんマフィン・
おにぎり・豚汁で、いずれも愛媛県産の食材を使用し
ています。オープン前から列ができ、その場で食べた
人が再び買い求めるなど、盛況の内に終わりました。

ラボ商品販売で活性化を
みさのとカフェin柳田植物公園

コ

次々と訪れる購入者に生徒たちも大忙し！証明書の 1 枚を手にとる来場者

年の思いを筆に込めて
小・中学生新春書き初め大会

事

親子でゲームを楽しむ参加者たち

の

ツ

新

一筆一筆、真剣に筆を走らせる参加者たち大会結果　※受賞者抜粋

町長賞▶杉本　怜（能都中・1 年）
議長賞▶西尾亜海（柳田小・2 年）
教育長賞▶横山理秀（柳田小・5 年）
県書道教育研究会長賞▶町端美月（宇出津小・6 年）
興能信用金庫理事長賞▶赤坂来羅（能都中・2 年）

　1 月8 日、柳田体育館で小・中学生新春書き初め大会が開催され、町内から60 人が参加しました。
主催した柳田公民館の新出豊館長があいさつし、眞智教育長が激励の言葉を述べました。
　1 人3 枚の清書用紙が配られると会場の空気が澄み渡りました。参加した児童生徒らは、気持
ちを集中し一筆ごとに心を込めて筆を走らせます。
　地元の「恵流書道会」のメンバーのアドバイスを受けながら、「げんき」「新しい風」「将来の夢」
など学年ごとの課題語句を書き上げま
した。
　町内の児童生徒を対象にした書き初
め大会は、一時途絶えていましたが、平
成30 年に同公民館が復活させ、毎年行
われています。今回は、復活後5 周年の
記念大会で、県書道教育研究会長賞が
増え、9 点が特別賞に選ばれました。

能登ライオンズクラブ会長賞
　　▶水元帆那（宇出津小・4 年）
恵流書道会長賞▶逢坂悠真（宇出津小・3 年）
北國新聞社賞▶石垣寿奈（柳田小・1 年）
柳田公民館長賞▶蓑島衣千香（鵜川小・5 年）


